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お客様へのご注意

ソリッドステート機器はエレクトロメカニカル機器とは動作特性が異な
ります。さらにソリッドステート機器はいろいろな用途に使われること
からも、この機器の取扱責任者はその使用目的が適切であるかどうかを
充分確認してください。この機器の使用によって何らかの損害が生じて
も当社は一切責任を負いません。詳しくは、パブリケーション •ナンバー
SGI-1.1『ソリッド・ステート・コントロール　ソリッドステート装置の
アプリケーション、設置、および保守のための安全ガイドライン』を参
照してください。

本書で示す図表やプログラム例は本文を容易に理解できるように用意さ
れているものであり、その結果としての動作を保証するものではありま
せん。個々の用途については数値や条件が変わってくることが多いため、
当社では図表などで示したアプリケーションを実際の作業で使用した場
合の結果については責任を負いません。

本書に記載されている情報、回路、機器、装置、ソフトウェアの利用に
関して特許上の問題が生じても、当社は一切責任を負いません。

当社の事前の文書による承諾なしに、本ソフトウェアおよび本書の一部
または全部を複製することを禁じます。

製品改良のため、仕様などを予告なく変更することがあります。

本書を通じて、特定の状況下で起こりうる人体または装置の損傷に対す
る警告および注意を示します。

これらの項目により以下の説明を行ないます。

• トラブルが起こりうる場合
• トラブルの原因
• 不適当な操作を行なった場合の結果
• トラブルの回避方法

重要：ソフトウェアをご利用の場合は、データの消失が考えられますの
で、適当な媒体にアプリケーションプログラムのバックアップを
とることをお奨めします。

重要：本製品を日本国外に輸出する際、日本国政府の許可が必要な場合
がありますので、事前に当社までご相談ください。

本版は、GMLC-5.0 - November, 1997の和訳です。GMLC-5.0を正文とい
たします。

!
注意：本書内の「注意」は正しい手順を行なわない場合
に、人体に障害を加えうる事項、および装置の損傷または
経済的な損害を生じうる事項を示します。
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はじめに

はじめにはじめにはじめにはじめに
本章では、本書の概要について説明します。本章には、以下
の項目が含まれます。

• 対象とするユーザ

• 本書の目的

• 本書の内容

• ヘルプ情報について

• 関連マニュアル

• 当社のサポートサービス

• GML Commanderソフトウェアアプリケーションについて

• 本書の表記規則

注：注：注：注： GML Commanderは、GMLTMソフトウェア製品ファ

ミリーの製品です。

対象とするユーザ対象とするユーザ対象とするユーザ対象とするユーザ

本書は、以下のユーザを対象としています。

• GML Commanderのインストール担当者

• GML Commanderのセットアップ担当者

• モーションコントローラとコンピュータの接続担当者

本書の目的本書の目的本書の目的本書の目的

本書は、GML Commanderソフトウェアのコンピュータへのイ
ンストール、モーションコントローラと PCの接続、システ
ムプロパティの設定、およびダイアグラム構成の定義の方法
について説明します。
Publication GMLC-5.0JA



2 はじめに
本書の内容本書の内容本書の内容本書の内容

ヘルプ情報の参照先ヘルプ情報の参照先ヘルプ情報の参照先ヘルプ情報の参照先

GML Commanderは、以下の 3種類のヘルプ情報を提供します。

• 一連のユーザーズマニュアル

• オンラインヘルプ

• 初心者モード (Novice Mode)

章章章章 タイトルタイトルタイトルタイトル 内容内容内容内容

1 起動 GML Commanderの起動について説明します。
• GML Commanderとは何か
• システム要件および必要な予備知識
• GML Commanderのバックアップディスク
を作成する

• GML Commanderのインストールおよびア
ンインストール

• ReadMeファイルを使用する
• GML Commanderを開始および終了する
• モーションコントローラを PCに接続する

2 セットアップの
概要

GML Commanderのセットアッププロセスの
概要を示します。 

3 システムプロパ
ティを設定する

システムプロパティの設定方法について説明
します。システムプロパティには、ユーザイ
ンターフェイス、および通信速度などのコン
ピュータ関連機能が含まれます。

4 システム構成を
設定する

GML Commanderのシステム構成の設定方法
について説明します。
• ダイアグラムの構成を定義する
• 軸を定義する
• シリアル・ポート・インターフェイスを設
定する

• Flex I/Oを設定する

索引 本書の情報を素早く検索するのに役立ちま
す。
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ヘルプ情報の参照先 3
マニュアルセットを使用するマニュアルセットを使用するマニュアルセットを使用するマニュアルセットを使用する 

本書は、GML Commanderのドキュメンテーションセットの一部
です。

オンラインヘルプを使用するオンラインヘルプを使用するオンラインヘルプを使用するオンラインヘルプを使用する

以下のオンラインヘルプを使用できます。

マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル Pub. No. 内容内容内容内容

GML 
Commander 
Getting Started

GMLC-5.0 • ソフトウェアのインストール
• ソフトウェアの起動
• GMLのハードウェアの定義
• システムプロパティおよびシステム構
成の設定

GML 
Commander 
User Manual

GMLC-5.1 • 軸の構成、ならびに他のオプションお
よびインターフェイスの設定

• 基本的な機能
• スクリーン、メニューおよびツール
バー機能

• ブロック、モジュール、およびダイア
グラムの使用方法

• ブロックの基本的な定義

GML 
Commander 
Reference 
Manual

GMLC-5.2 • セットアップの詳細
• 演算式ビルダの詳細
• ブロック機能の詳細

オンラインヘオンラインヘオンラインヘオンラインヘ
ルプの種類ルプの種類ルプの種類ルプの種類 使用方法使用方法使用方法使用方法 内容内容内容内容

GML 
Commander 
help

Helpメニューから GML Help 
Topicsを選択します。

• メニュー、スクリー
ン、ブロック、変数、
定数、および I/O

• コントローラの構成
• ハウツー情報

Context help ツールバーから Helpアイコンを
選択して、ワークスペースにド
ラッグして、マウスの左ボタンを
クリックするか、またはワークス
ペース内の項目を選択して、F1
を押します。

選択された項目につい
ての説明
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4 はじめに
オプションの初心者モードオプションの初心者モードオプションの初心者モードオプションの初心者モード (Novice Mode)を使用するを使用するを使用するを使用する

Windowsベースのソフトウェアを初めて使用する場合、または製
品に関する技術支援を必要とされる場合、初心者モード (Novice 
Mode)をお奨めします。初心者モードを使用すると、ダイアログ
ボックスの入力が終了した後、次のダイアログボックスが自動的
に表示されます。最後のダイアログボックスは、構成タスクの終
了を知らせます。

本書では、初心者モードが選択されていないことを前提としてい
ます。通常、次のダイアログボックスを選択するために、画面の
上部にタブが表示されます。本書では、最初のダイアログボック
スがオープンした後、以下が行なわれることを前提としていま
す。

• タブを選択して、新しいダイアログボックスをオープンする。

• 入力値を受入れるために OKを選択して、ダイアログボック
スをクローズする。

関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル

以下のマニュアルには、関連する A-B製品に関する詳しい情報が
記載されています。これらのマニュアルをご希望の方は、当社ま
でお問い合わせください。

内容内容内容内容 マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル Pub. No.

1394ハードウェアの取付け
およびセットアップの方法 

1394 Digital, AC, Multi-Axis 
Motion Control System User 
Manual

1394-5.0

1394製品ファミリーの概要 1394 Digital, AC, Multi-Axis 
Motion Control System Brochure

1394-1.0

1394製品ファミリーの仕様 1394 Digital, AC, Multi-Axis 
Motion Control System Product 
Data

1394-2.0

IMC S Class Compactハード
ウェアの取付けおよびセッ
トアップの方法

IMC-S/23x Compact Motion 
Controller Installation and Setup 
Manual

4100-999-122

IMC S Class Compactモー
ションコントローラの仕様

IMC S Class Compact Motion 
Controllers Product Data

4100-2.3
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当社のサポートサービス 5
当社のサポートサービス当社のサポートサービス当社のサポートサービス当社のサポートサービス

当社では、世界各国におけるサポートサービスを提供していま
す。

ローカル・プロダクト・サポートローカル・プロダクト・サポートローカル・プロダクト・サポートローカル・プロダクト・サポート

以下のサポートサービスについては、当社までお問合せくださ
い。 

• 販売および注文

• 製品のテクニカルトレーニング

• 保証

• サポートサービス契約

IMC S Class Integratedハード
ウェアについて

IMC-S/21x Integrated Motion 
Controller Installation and Setup 
Manual

4100-999-103

IMC S Class Integratedモー
ションコントローラの仕様

IMC S Class Integrated Motion 
Controllers Product Data

4100-2.1

IMC S Class Basicハード
ウェアについて

IMC-S/20x Basic Motion 
Controller Installation and Setup 
Manual

4100-999-105

IMC S Class Basicモーショ
ンコントローラの仕様

IMC S Class Basic Motion 
Controllers Product Data

4100-2.0

機器を接地するケーブルの
サイズおよびタイプについ
て

National Electrical Code Published by 
the National 
Fire 
Protection 
Association 
of Boston, 
MA

現在発行されている当社の
マニュアルの一覧表。ご注
文の方法、ならびに CD-
ROMまたは複数言語による
利用の可否についても記載
されています。 

Allen-Bradley Publication Index SD499

産業用自動機器の用語およ
び略語についての解説。

Allen-Bradley Industrial 
Automation Glossary

AG-7.1
Publication GMLC-5.0JA



6 はじめに
製品に関する技術支援製品に関する技術支援製品に関する技術支援製品に関する技術支援

当社の技術支援を必要とされる場合、まず最初に、本書、『GML 
Commanderユーザーズマニュアル』、および『GML Commanderリ
ファレンスマニュアル』を参照してください。さらに詳しい説明
を必要とされる場合、当社までお問い合わせください。

お問合せの際は、できるだけ迅速に対応するために、ご使用の製
品のカタログ番号をお知らせください。本製品の関連マニュアル
のカタログ番号は、本章の「ヘルプ情報の参照先」の項を参照し
てください。

当社の技術サポートの電話番号は、以下のとおりです。

1-800-GMC-TECH

ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイト

当社に関する情報は、以下のワールドワイドウェブ (WWW)サイ
トを参照してください。

http://www.ab.com/

GML Commanderソフトウェアアプリケーションにつソフトウェアアプリケーションにつソフトウェアアプリケーションにつソフトウェアアプリケーションにつ

いていていていて

GML Commanderは、ユーザが提供する情報を使用して、画面を
カスタマイズします。例えば、軸を 2つだけ使用するようにユー
ザが指定すると、3番目または 4番目の軸に関する情報は、表示
されないか、または淡色表示されます。

本書の表記規則本書の表記規則本書の表記規則本書の表記規則

本書では、以下の表記規則を使用します。

･ 黒丸付きのリストは、情報を提供するもので、操作手順
を示すものではありません。 

･ 番号付きのリストは、操作手順を示します。 

･ ユーザが入力または選択する文字列、およびユーザが使
用するキーは、ボールド体で表示されます。
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本書の表記規則 7
･ フィールド名およびリファレンスは、イタリック体で表
示されます。 

･ 警告は、以下のように表示されます。 

･ 重要：重要：重要：重要：「重要」は、アプリケーションの正しい実行および
本製品の理解のために必須の情報を示します。

･ 「選択する」という用語は、マウスカーソルで値をポイン
トして、マウスの左ボタンをクリック・アンド・リリー
スして選択を行なうことを意味します。フィールドに
よっては、1つのフィールドで複数のオプションを選択す
ることができます。オプションは、様々なフォーマット
で表示されます。

･ リストを参照して、必要な値を探さなければならない
フォーマット。リスト内の項目をクリックすると、選
択された項目が強調表示されます。 

･ 1 つの領域内で複数の値を選択できるフォーマット。
複数のオプションを選択できる場合、ボックス内の

チェックマーク を使用します。

･ 1 つの値のみを選択できるフォーマット。1つのオプ
ションのみを選択できる場合、ラジオボタンが使用さ
れます。 

･ ダイアグラム内でブロックを選択すると、そのブロッ
クは強調表示されます。ユーザは、以下を行なうこと
ができます。

･ クリック・アンド・リリースではなく、クリッ
ク・アンド・ドラッグにより、ブロックを移動で
きます。

･ ダブルクリックまたは Enterキーにより、選択さ
れたダイアログボックスをオープンできます。

いずれの場合も、「選択する」という用語は、GML Commanderいずれの場合も、「選択する」という用語は、GML Commanderいずれの場合も、「選択する」という用語は、GML Commanderいずれの場合も、「選択する」という用語は、GML Commander
に対する選択を示します。に対する選択を示します。に対する選択を示します。に対する選択を示します。

!
注意：注意：注意：注意： 本書内の「注意」は、人体に障害を加えうる

事項、および装置の損傷または経済的な損害
を生じうる事項を示します。
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8 はじめに
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第 1章

起動起動起動起動
ダイアグラムの作成を行なう前に、GML Commanderをインス
トールして、起動する必要があります。本章では、インス
トールおよび起動の方法について説明します。本章には、以
下の項目が含まれます。

• GML Commanderとは何か

• システム要件

• 必要な予備知識

• GML Commanderのバックアップディスクを作成する

• GML Commanderをインストールする

• GML Commanderをアンインストールする

• ReadMeファイルを使用する

• GML Commanderを起動する

• GML Commanderを終了する

• モーションコントローラをコンピュータに接続する 

GML Commanderとは何かとは何かとは何かとは何か

GML Commanderは、GML™ファミリーソフトウェアの 1つ
です。この製品は、以下のモーションコントローラをプログ
ラミングするためのアレン・ブラドリーのグラフィカルモー
ション言語です。

• 1394 GMC/1394 GMC Turbo, (part number 1394-SJTxx)

• IMC S Class Compact, (part number IMC-S/23x)

• IMC S Integrated, (part number IMC-S/21x)

• IMC S Class Basic, (part number IMC-S/20x)
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GMLはオブジェクト指向環境で動作するため、プログラミング
を簡単に行なうことができます。ユーザは、一連のイベントを表
すダイアグラムにより、モーションプログラムを作成します。
Windows™ベースのインターフェイスであるポイント・アンド・
クリックを使用して、モーションの機能を表すアイコン (ピク
チャーブロック )を選択します。アプリケーションで必要な順番
でピクチャーブロックをダイアグラムに配置します。次に、
soldering iron(はんだごて )ツールによりブロック間を接続した
り、wire cutterツールにより接続を切断します。ダイアグラムが
作成したら、フォーム記入テクニックを使用してモーションおよ
びプロセスの詳細をフォームに記入します。文書化により、プロ
グラムの内容を簡単に理解することができ、トラブルシューティ
ングが容易になります。

システム要件システム要件システム要件システム要件

GML Commanderは、Windows95またはWindows NT 4.0™で動作
するよう設計されています。GML Commanderが正しく動作する
ために、少なくとも以下のハードウェアおよびソフトウェア要件
に適合することをお奨めします。

• 486以上のマイクロプロセッサを搭載した IBM互換 PC
(Pentiumを推奨 )

• Windows95/Windows NT 4.0(またはそれ以上 )のオペレーティ
ングシステム

• 8MBの RAM (16MBを推奨 )

• 10MBのハード・ディスク・スペース

• 標準的な 640× 480の分解能で動作する VGAモニタ
(分解能 600× 800の SVGAを推奨 )

• GML Commanderをフロッピーディスクからインストールする
場合、3.5インチ 2HD(1.44MB)フロッピー・ディスク・ドラ
イブ

• GML Commanderを CD-ROMからインストールする場合、
CD-ROMドライブ

• Windows互換のマウスおよびマウスドライバ

• コントローラと接続するためのシリアルポート (com1, com2, 
com3, または com4)

• シリアルマウスを使用する場合、2番目のシリアルポート
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必要な予備知識必要な予備知識必要な予備知識必要な予備知識

GML Commanderを使用するには、Microsoft Windows95または
Windows NT 4.0の操作を習得している必要があります。また、
モーションコントローラの使用方法についても理解している必要
があります。

詳細は、『Microsoft Windows95ユーザーズガイド』または
『Window NT 4.0ユーザーズガイド』 を参照してください。また、
モーションコントローラについては、インストレーションおよび
セットアップに関するマニュアルを参照してください。

GML Commanderのバックアップディスクを作成するのバックアップディスクを作成するのバックアップディスクを作成するのバックアップディスクを作成する

GML Commanderは、1枚の CD-ROMディスクまたは一連の 3.5
インチ 2HD(1.4MB)フロッピーディスクで配布されます。フロッ
ピーディスクで配布された場合、インストールを行なう前に、
バックアップディスクを作成するようお奨めします。

フロッピーディスクのバックアップを作成する方法は、以下のと
おりです。

1. Windows95またはWindows NT 4.0を起動します。

2. 1番目のフロッピーディスクをドライブ Aに挿入します。

3. マウスの右ボタンにより、デスクトップ上のマイコンピューマイコンピューマイコンピューマイコンピュー
タタタタアイコンを選択します。これにより、マイコンピュータメ
ニューが表示されます。

4. エクスプローラエクスプローラエクスプローラエクスプローラを選択します。これにより、エクスプローラ
ウィンドウが表示されます。

5. マウスの右ボタンにより、3.5インチインチインチインチ FD (A:)を選択します。
これにより、 3.5インチ FDのメニューが表示されます。

!
注意： 事故による消失または損傷に備えるバック

アップ以外の目的で、GML Commanderをコ
ピーすることは、米国の著作権法に違反しま
す。当社の書面による事前の承諾なしに、フ
ロッピーディスクに格納された本ソフトウェ
アのいかなる部分も、複製、電送、または譲
渡できません。
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6. ディスクのコピーディスクのコピーディスクのコピーディスクのコピーを選択します。これにより、ディスクコ
ピーのダイアログボックスが表示されます。

7. 開始開始開始開始を選択します。これにより、「コピー元のディスクを入れ
て、OKを押してください」というメッセージが表示されま
す。

8. OKを選択します。システムはコピー元のディスクを読取り、
ディスクの内容を RAMにコピーします。コピーの進行状況
がプログレスバーに表示されます。

9. コピーが終了すると、「コピー先のディスクを入れて OKを押
してください」というメッセージが表示されます。

10. GML Commanderのフロッピーディスクを取り出します。

11. フォーマットされた空のフロッピーディスクをドライブ Aに
挿入します。

12. OKを選択します。システムはコピー元のディスクの内容を
コピー先 (バックアップ )のディスクにコピーします。コ
ピーが終了すると、「コピーが正常に終了しました」という
メッセージがディスクコピーのダイアログボックスに表示さ
れます。

13. バックアップ用のフロッピーディスクを取り出して、オリジ
ナルの GML Commanderフロッピーディスクと同様のラベル
を付けます。

14. 開始開始開始開始を選択して、前述の手順を繰返して、GML Commanderの
2番目のフロッピーディスクのバックアップディスクを作成
します。画面の指示に従います。

15. GML Commanderのすべてのフロッピーディスクについてバッ
クアップディスクを作成したら、オリジナルの GML 
Commanderフロッピーディスクを安全で乾燥した場所に保管
します。オリジナルディスクは、複製されたディスクが損傷
した場合にのみ使用してください。

GML Commanderをインストールするをインストールするをインストールするをインストールする

GML Commanderは、1枚の CD-ROMディスクまたは一連の 3.5
インチ 2HD(1.4MB)フロッピーディスクで配布されます。いずれ
の場合も、ソフトウェアは、ユーザがコンピュータのハードディ
スクにロードする、自動インストールの実行ファイルです。
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CD-ROMからインストールするからインストールするからインストールするからインストールする

CD-ROM が自動的に実行するようにユーザのコンピュータが構成
されている場合、CD-ROMディスクを CD-ROMドライブに挿入
すると、インストールプロセスが自動的に実行されます。

ユーザのコンピュータ上でWindowsのレジストリにより、CD-
ROMの自動実行が無効になっている場合、自動インストールは
行なわれません。CD-ROMを手動でインストールするには以下の
手順に従ってください。

自動インストール自動インストール自動インストール自動インストール

GML Commanderを CD-ROMから自動的にインストールするに
は、以下の手順を実行します。

1. Windows95またはWindows NT 4.0を起動します。

2. GML Commanderの CD-ROMディスクを CD-ROMドライブに
挿入します。これにより、インストールプロセスが自動的に
実行されます。

3. インストール・プログラム・ウィンドウの指示に従って、イ
ンストールプロセスを実行します。

デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、GML Commanderのファのファのファのファ

イルは以下のフォルダイルは以下のフォルダイルは以下のフォルダイルは以下のフォルダ (ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造 )に格納されていに格納されていに格納されていに格納されてい

ます。ます。ます。ます。

C:\Program Files\Rockwell Automation\GML Commander
\バージョン番号バージョン番号バージョン番号バージョン番号 (4.00などなどなどなど )\各種ファイル各種ファイル各種ファイル各種ファイル

手動インストール手動インストール手動インストール手動インストール

GML Commanderを CD-ROMから手動でインストールするには、
以下の手順を実行します。

1. Windows95またはWindows NTのタスクバーから、スタートスタートスタートスタート

ボタンを選択します。これにより、スタートメニューが表示
されます。

2. ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行を選択します。これにより、ファ
イル名を指定して実行のダイアログボックスが表示されます。

3.  Openフィールドで、CD-ROMドライブ名、バックスラッ
シュ、および setup.exeを入力します。例えば、以下のように
入力します。

d:\setup.exe.
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4. OKを選択します。これにより、 インストール方法を指示する
ウィンドウが表示されます。

5. ウィンドウの指示に従って、インストールプロセスを実行し
ます。

デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、GML Commanderのファのファのファのファ

イルは以下のフォルダイルは以下のフォルダイルは以下のフォルダイルは以下のフォルダ (ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造 )に格納されます。に格納されます。に格納されます。に格納されます。

C:\Program Files\Rockwell Automation\GML Commander
\バージョン番号バージョン番号バージョン番号バージョン番号 (4.00などなどなどなど )\各種ファイル各種ファイル各種ファイル各種ファイル

フロッピーディスクからインストールするフロッピーディスクからインストールするフロッピーディスクからインストールするフロッピーディスクからインストールする

GML Commanderをフロッピーディスクからインストールする方
法は、以下のとおりです。

1. GML Commanderの 1番目の 3.5インチフロッピーをドライブ
Aに挿入します。 

2. Windows95またはWindows NTのタスクバーから、スタートスタートスタートスタート

ボタンを選択します。これにより、スタートメニューが表示
されます。

3. ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行ファイル名を指定して実行を選択します。これにより、ファ
イル名を指定して実行のダイアログボックスが表示されます。

4. Openフィールフィールドで a:setupを入力します。 

5. OKを選択します。これにより、 インストール方法を指示する
ウィンドウが表示されます。

6. ウィンドウの指示に従って、インストールプロセスを実行し
ます。

デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、デフォルトパスを変更しない限り、GML Commanderのファのファのファのファ

イルは以下のフォルダイルは以下のフォルダイルは以下のフォルダイルは以下のフォルダ (ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造 )に格納されます。に格納されます。に格納されます。に格納されます。

C:\Program Files\Rockwell Automation\GML Commander
\バージョン番号バージョン番号バージョン番号バージョン番号 (4.01などなどなどなど )\各種ファイル各種ファイル各種ファイル各種ファイル
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GML Commanderをアンインストールするをアンインストールするをアンインストールするをアンインストールする

GML Commanderのアンインストールとは、コンピュータのハー
ドディスクから GML Commanderプログラムを削除することを意
味します。ハードディスクスペースが足りない場合や、新しい
バージョンの GML Commanderプログラムをインストールする場
合に、アンインストールを実行します。ただし、新しいバージョ
ンの GML Commanderをロードするために、現在のバージョンの
GML Commanderをアンインストール必要はありません。各バー
ジョンの GML Commanderは、バージョン番号と同じフォルダ名
をもつフォルダにそれぞれ格納されます。したがって、複数バー
ジョンの GML Commanderを同時に実行することができます。 

GML Commanderをアンインストールする方法は、以下のとおり
です。

1. Windows95またはWindows NTのタスクバーから、 スタートスタートスタートスタート

ボタンを選択します。これにより、スタートメニューが表示
されます。

2. 設定設定設定設定を選択します。

3. コントロールパネルコントロールパネルコントロールパネルコントロールパネルを選択します。これにより、コントロー
ルパネルウィンドウが表示されます。

4. アプリケーションの追加と削除アプリケーションの追加と削除アプリケーションの追加と削除アプリケーションの追加と削除アイコンをダブルクリックし
ます。これにより、アプリケーションの追加と削除のプロパ
ティのダイアログボックスが表示されます。 

5. ダイアログボックス内のリストボックスから
GML Commander xxx(バージョン番号 )を選択します。

6. 追加と削除追加と削除追加と削除追加と削除ボタンを選択します。 これにより、ファイル削除
の確認のダイアログボックスが表示されます。

7. はいはいはいはい を選択すると、GML Commanderのプログラムが削除
(アンインストール )されます。 削除のプロセスが終了すると、
「アンインストールが終了しました」というメッセージがダイ
アログボックスの下部に表示されます。

8. 以下のメッセージが表示された場合、Details:を選択します。

「いくつかのエレメントが削除されませんでした。アプリケー「いくつかのエレメントが削除されませんでした。アプリケー「いくつかのエレメントが削除されませんでした。アプリケー「いくつかのエレメントが削除されませんでした。アプリケー
ションに関連のある項目を手動で削除しなければなりません」ションに関連のある項目を手動で削除しなければなりません」ションに関連のある項目を手動で削除しなければなりません」ションに関連のある項目を手動で削除しなければなりません」

9. Detailsダイアログボックスに表示された項目を削除します。
通常、これらの項目はコンピュータから削除する必要のある
フォルダです。
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ReadMeファイルを使用するファイルを使用するファイルを使用するファイルを使用する

GML Commanderをインストールすると、ReadMeファイルが自動
的にハードディスクにコピーされます。このテキストファイルを
オープンして読むことにより、GML Commanderに関する最新の
情報を得ることができます。

GML Commanderの ReadMeファイルをオープンする方法は、以
下のとおりです。

1. Windows95またはWindows NTのタスクバーから、スタートスタートスタートスタート

ボタンを選択します。これにより、スタートメニューが表示
されます。

2. プログラムプログラムプログラムプログラムを選択します。これにより、 プログラムメニュー
が表示されます。

3. Rockwell Automationを選択します。

4. 正しいバージョン番号の GML Commanderを選択します。

5. Read Me Fileを選択します。これにより、 Readme.txtファイル
がメモ帳にオープンします。

6. Readme.txtファイルをクローズするには、メニューバーから
ファイルファイルファイルファイルメニューを選択します。これにより、ファイルメ
ニューが表示されます。

7. メモ帳の終了メモ帳の終了メモ帳の終了メモ帳の終了を選択します。

GML Commanderを起動するを起動するを起動するを起動する

GML Commanderを起動する方法は、以下のとおりです。

1. Windows95またはWindows NTのタスクバーから、 スタートスタートスタートスタート

ボタンを選択します。これにより、スタートメニューが表示
されます。

2. プログラムプログラムプログラムプログラムを選択します。これにより、プログラムメニュー
が表示されます。

3. Rockwell Automationを選択します。

4. 正しいバージョン番号の GML Commanderを選択します。
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5. GML Commanderを選択します。

これにより、これにより、これにより、これにより、GML Commanderのアプリケーションウィンドのアプリケーションウィンドのアプリケーションウィンドのアプリケーションウィンド

ウが表示されます。このウィンドウには、ウが表示されます。このウィンドウには、ウが表示されます。このウィンドウには、ウが表示されます。このウィンドウには、New Diagramと呼と呼と呼と呼
ばれる新規のアクティブなダイアグラムが表示されます。こばれる新規のアクティブなダイアグラムが表示されます。こばれる新規のアクティブなダイアグラムが表示されます。こばれる新規のアクティブなダイアグラムが表示されます。こ
のファイルに名前を付けて保存できます。のファイルに名前を付けて保存できます。のファイルに名前を付けて保存できます。のファイルに名前を付けて保存できます。

GML Commanderを終了するを終了するを終了するを終了する

GML Commanderを終了する方法は、以下のとおりです。

1.  GML Commanderのメニューバーから Fileを選択します。こ
れにより、Fileメニューが表示されます。

2. Exitを選択します。 ダイアグラムに対する変更が保存されて
いない場合、変更内容を保存するかどうかを尋ねるダイアロ
グボックスが表示されます。

3.

コントローラをコントローラをコントローラをコントローラを PCに接続するに接続するに接続するに接続する

GML Commanderのダイアグラムを作成する場合は、コンピュー
タをモーションコントローラに直接接続する必要はありません。
しかし、GML Commanderを使用してコントローラのセットアッ
プおよびデバッグを行なう場合は、モーションコントローラを
PCに接続する必要があります。

標準的な RS-232Cケーブルを使用する RS-232Cシリアルリンクに
より、PCとスタンドアロン型モーションコントローラを接続す
ることができます。RS-232Cケーブルは、市販のケーブルまたは
当社の提供するケーブルを使用します。

モーションコントローラと PCを接続する方法は、以下のとおり
です。

希望する動作希望する動作希望する動作希望する動作 選択するボタン選択するボタン選択するボタン選択するボタン

ダイアグラムに対する変更を保存して、
GML Commanderを終了する。

Yes

ダイアグラムに対する変更を保存せずに、
GML Commanderを終了する。

No

GML Commanderを終了しない。 Cancel
Publication GMLC-5.0JA



18 起動
1. PCおよびモーションコントローラの電源をオフにします。

2. PCの com1, com2, com3, または com4シリアルポートを、モー
ションコントローラのシリアルポート Aに接続します。

注：注：注：注： GML Commanderで定義したシステムプロパティのポート
設定によって、com1, com2, com3, または com4を使用する
ことができます。詳細は、本書の第 3章を参照してくだ
さい。また、モーションコントローラのインストレー
ションおよびセットアップマニュアルを参照してくださ
い。
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第 2章

セットアップの概要セットアップの概要セットアップの概要セットアップの概要
本章では、セットアッププロセスの概要について説明します。
本章のセットアッププロセスを開始する前に、第 1章の手順
を完了してください。

本章には、以下の項目が含まれます。

• セットアッププロセスを理解する

• セットアップのクイック・リファレンス・チャート

セットアッププロセスを理解するセットアッププロセスを理解するセットアッププロセスを理解するセットアッププロセスを理解する

ダイアグラムを開始する前に、システムおよびコントローラ
に関する情報を GML Commanderに提供する必要があります。
GML Commanderのセットアップには、以下の 3つのフェーズ
があります。

最初のダイアログボックスを開始する前最初のダイアログボックスを開始する前最初のダイアログボックスを開始する前最初のダイアログボックスを開始する前

システムのセットアップでは、コンピュータおよび GML 
Commanderのインターフェイスに関するパラメータを定義し
ます。多くの場合、ソフトウェアのインストール後にこの情
報を一度だけ提供します。このセットアップについては、第
3章を参照してください。

新規ダイアグラムを開始する前新規ダイアグラムを開始する前新規ダイアグラムを開始する前新規ダイアグラムを開始する前

必要なコントロールのセットアップを構成する場合、以下の
情報を定義します。

フェーズフェーズフェーズフェーズ セットアップする内容セットアップする内容セットアップする内容セットアップする内容

最初のダイアグラムを開始する前 システムプロパティ

新規ダイアグラム (最初のダイアグラムを含む )
を開始する前

必須のコントロールオプ
ション

必要に応じて その他のコントロールオ
プション
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20 セットアップの概要
 GML Commanderでは、新規ダイアグラムごとにこの情報が必要
です。新規ダイアグラムを開始する際にパラメータを定義する
か、または使用したい構成を含むダイアグラムをコピーします。

詳しい手順は、本書の第 4章を参照してください。

その他のオプションその他のオプションその他のオプションその他のオプション

必要に応じて、以下のオプションを定義できます。

詳細は、『GML Commanderユーザーズマニュアル』を参照してく
ださい。

構成情報構成情報構成情報構成情報 内容内容内容内容

一般的なコント
ロールオプション

• コントローラのタイプ (例：Compactなど )
• コントローラのインターフェイス (例： RIOなど )
• アプリケーションのオプション (例：電源投入時にプ
ログラムを実行するなど ) 

軸 軸のタイプ (例：AXIS2など )

インターフェイス • オペレータ・インターフェイス・ポート
• ランタイム・ディスプレイ・ポート
• ランタイム・ディスプレイ・リフレッシュ・レート

Flex I/O モーションコントローラに接続された Flex I/Oモジュー
ルの名前

オプションオプションオプションオプション 内容内容内容内容

ユーザ変数 データストレージ、演算、およびオペレータインター
フェイスに使用されるユーザ定義の値。

I/O構成 システムオプションと共に使用する入力または出力を
定義するために使用されます。

汎用 I/O 別々にまたはグループとして定義できるディジタルの
入力または出力 (最大 12) 

Watch item General Watchリストに割当てられた定義済みの入力 /
出力、システム変数、またはユーザ変数

Diagram Doc プログラムを文書化する、メモを作成する、またはプ
ログラムに対する変更を管理するためのメモ帳。
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フフフフ

最
グ
す

新
ラ

ダ
を

必

セットアップのクイックリファレンスセットアップのクイックリファレンスセットアップのクイックリファレンスセットアップのクイックリファレンス

以下の表は、セットアッププロセスの概要を示します。

ェーズェーズェーズェーズ 
セットアップセットアップセットアップセットアップ
の内容の内容の内容の内容 目的目的目的目的

メインメニューかメインメニューかメインメニューかメインメニューか
ら選択する項目ら選択する項目ら選択する項目ら選択する項目 参照先参照先参照先参照先

初のダイア
ラムを作成
る前

システムの
セットアップ

コンピュータおよびシ
ステムインターフェイ
スに関して必須の情報
を定義すること。

GML Commanderの
メインメニューか
ら、以下を選択し
ます。
• File
• Properties

本書の第 3章

規ダイアグ
ム (最初の
イアグラム
含む )

必須のコント
ロールのセッ
トアップ

新規ダイアグラムに必
須のコントロール情報
を定義すること。
• コントロールのオプ
ション

• 軸の使用
• インターフェイス
• Flex I/O

GML Commanderの
メインメニューか
ら、以下を選択し
ます。
• Configure
• Control Options

本書の第 4章

要に応じて その他のコン
トロールの
セットアップ

その他のコントロール
情報を定義すること。
• RIO
• SLC
• AxisLink
• DH-485
• マルチドロップ

GML Commanderの
メインメニューか
ら、以下を選択し
ます。
• Configure
• Control Options

『GML Commander
ユーザーズマニュ
アル』の第 4章
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第 3章

システムプロパティを設定するシステムプロパティを設定するシステムプロパティを設定するシステムプロパティを設定する
新規ダイアグラムを開始する前に、GML Commanderはユーザ
のコンピュータシステムに関する情報およびモーションコン
トローラとのインターフェイスに関する情報を得る必要があ
ります。システム情報は一度だけ定義するものですが、ユー
ザのシステムが変更された場合は、システム情報を変更でき
ます。

本章では、システム情報を定義する方法について説明します。

プロパティを設定するプロパティを設定するプロパティを設定するプロパティを設定する

ユーザインターフェイス、および通信速度などのコンピュー
タ関連機能を設定する方法は、以下のとおりです。

1. メニューバーから Fileを選択します。これにより、File
メニューが表示されます。

2. Propertiesを選択します。これにより、Propertiesダイア
ログボックスが表示されます。 
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24 システムプロパティを設定する
3. Optionsエリアで、以下のフィールドに入力します。

4. Diagram Drawingエリアで、以下のフィールドに入力します。

5. Diagram Grid エリアで、以下のフィールドに入力します。

6. Communications Interface Typeエリアで、インターフェイスの
タイプを選択します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Novice Mode ダイアグラムの入力または選択が終了する
と、次のダイアログボックスが自動的に表示
され、いくつかのダイアログボックスに関す
る追加情報が提供されます。

Confirm On 
Download

コントローラ上のダイアグラムに対して変更
を行なおうとすると、警告が表示されます。

Stop At Break ブレークポイントフラグでプログラムの実行
を停止します。

Generate 
Comments

ダイアグラムをスクリプトに翻訳する際に、
ブロック名とブロック機能を含めます。

Diagram File 
Backup

GML Commanderダイアグラムを保存する際
に、バックアップファイルを自動的に作成し
ます。 

注： バックアップファイルには、.GMLで
はなく .BAKという拡張子が付きます。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Blocks in 
Foreground

ブロックを接続線の上に表示します。

Connections in 
Foreground

接続線をブロックの上に表示します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Snap to Vertical ブロックを揃えて表示するために、対応する
垂直グリッドにダイアグラムを移動します。

Snap to 
Horizontal

ブロックを揃えて表示するために、対応する
水平グリッドにダイアグラムを移動します。
Publication GMLC-5.0JA



プロパティを設定する 25
7. Configure Interfaceを選択します。これにより、Serial 
Interface Configurationダイアログボックスが表示されます。

8. 以下のフィールドに入力します。

9. OKを選択します。

10. インターフェイス情報の設定プロセスを終了するには、第 4
章の指示に従って、新規ダイアグラムを開始する前に
Configure Control Optionsダイアログボックスに必要なイン
ターフェイス情報を入力します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Baud Rate システムがコントローラと通信する速度を選
択します。

Port システムがコントローラとのシリアル通信に
使用するポートを選択します。 
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 第 4章

必要な構成を設定する必要な構成を設定する必要な構成を設定する必要な構成を設定する
新しいダイアログを開始する前に、既存のダイアグラムの構
成を使用することにより、または新しい設定を選択すること
により、基本的なコントロールオプションを定義します。
GML Commanderは、この情報を使用して、ユーザが使用する
コントローラに基いてメニューオプションをカスタマイズし
ます。

本章では、ユーザが作成するすべてのダイアグラムに共通す
る、必須のシステム構成オプションを定義する手順について
説明します。本章の主なトピックは、以下のとおりです。

• ダイアグラムの構成を定義する

• 軸を設定する

• シリアル・ポート・インターフェイスを設定する

• Flex I/Oを設定する

構成メニューからその他の設定を定義するには、『GML 
Commanderユーザーズマニュアル』の第 4章の手順を実行し
てください。

ダイアグラムの構成を定義するダイアグラムの構成を定義するダイアグラムの構成を定義するダイアグラムの構成を定義する

ダイアグラムの構成を定義するには、必要な構成を含む既存
のダイアグラムをコピーするか、または GML Commanderの
メニューオプションから選択して必要な設定を作成します。

既存のダイアグラムの設定を使用する既存のダイアグラムの設定を使用する既存のダイアグラムの設定を使用する既存のダイアグラムの設定を使用する

新規ダイアグラムを簡単に構成するには、必要な構成を含む
既存のダイアグラムファイルをコピーします。

ダイアグラムのテンプレートとして既存のダイアグラムをコ
ピーする方法は、以下のとおりです。

1. メニューバーから Fileを選択します。これにより、File
メニューが表示されます。

2. Open Diagramを選択します。これにより、Openダイア
ログボックスが表示されます。
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28 必要な構成を設定する
3. 新規ダイアグラム用にコピーするダイアグラムを選択します。
GML Commanderのダイアグラムには、.gmlという拡張子が
付いています。ダイアグラムがオープンします。

4. Save Asを選択します。これにより、 Save Asダイアログボッ
クスが表示されます。

5. File nameフィールドに、新規ダイアグラムの名前を入力しま
す。

6. Saveを選択します。

7. これで、新規ダイアグラムの作成および編集を行なうことが
できます。コピー元のダイアグラムファイル名は変更されま
せん。

新規ダイアグラムの設定を選択する新規ダイアグラムの設定を選択する新規ダイアグラムの設定を選択する新規ダイアグラムの設定を選択する

Configure Control Optionsメニューからパラメータを選択すること
により、新規ダイアグラムの構成を設定することもできます。

新規ダイアグラムのパラメータを定義する方法は、以下のとおり
です。

1. メニューバーから Configureを選択します。これにより、
Configureメニューが表示されます。

注：注：注：注： このメニューのすべてのオプションは、セットアップ手
順の一部です。後でこれらのオプションをテストおよび
モニタプロセスで使用して、変更することができます。

2. Control Optionsを選択します。これにより、Configure Control 
Optionsダイアログボックスが表示されます。

3. 本章の「Control Optionsを設定する」の項を実行することに
より、セットアッププロセスを開始します。

セットアップパラメータの変更における優先順位を理解すセットアップパラメータの変更における優先順位を理解すセットアップパラメータの変更における優先順位を理解すセットアップパラメータの変更における優先順位を理解す
るるるる

変更の範囲によって、セットアップパラメータをダイアグラムブ
ロック内で、または Configureメニューから、変更することがで
きます。
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ダイアグラムの構成を定義する 29
• 変更の範囲が現在のダイアグラムまたはダイアグラムの一部
である場合、新しいまたは変更後のパラメータをダイアグラ
ムブロックで設定します。

• 起動時の値 (デフォルト値または電源投入時の値とも呼ばれ
ます )を変更する場合、Configureメニューを使用して、デ
フォルトの構成に対して新しいパラメータを入力します。

コントロールオプションを設定するコントロールオプションを設定するコントロールオプションを設定するコントロールオプションを設定する 

Configure Control Optionsダイアログボックスから、コントローラ
のコントロールオプションを構成します。

すべてのダイアグラムに必要な基本情報は、General, Axex, および
Interfaceタブに表示されます。Generalタブで選択を行なうと、
様々なオプションを含む他のタブが表示されます。

このメニューから、以下のタスクを実行します。

• コントロールのタイプを設定する

• 基本的な通信インターフェイスを設定する

• アプリケーションオプションを設定する

• セットアップパスワードを定義する

一般的なコントロールオプションを設定する一般的なコントロールオプションを設定する一般的なコントロールオプションを設定する一般的なコントロールオプションを設定する

コントローラのコントロールオプションを設定する方法は、以下
のとおりです。

1. メニューバーから Configureを選択します。これにより、
Configureメニューが表示されます。

2. Control Optionsを選択します。これにより、基本的なタブを
持つ Configure Control Optionsダイアログボックスが表示され
ます。以下の例は、構成を設定する前のこのダイアログボッ
クスを示します。

3. Generalページの Control Typeエリアで、以下のフィールドに
入力します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Control Type コントローラのタイプを選択します。

• IMC S Class Basic/Integrated
• IMC S Class Compact
• IMC S Class 1394/1394 Turbo
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30 必要な構成を設定する
iCODE Version コントローラのファームウェアバージョンを
選択します。

1394 GMC/GMC Turbo 3.0以降

Compact 3.0以降

Integrated/ Basic 2.3以降

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Expansion Card 
for AXIS2 and 
AXIS3

拡張カードを使用する場合、Compact, 
Integrated, および Basic のモーションコント
ローラについてこのオプションを選択します。

このオプションは、1394 GMC/GMC Turboで
は使用できません。
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4. Interfacesエリアで、以下のフィールドに入力します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

RIO コントローラに対して RIOインターフェイス
を選択します。これにより、RIOタブが表示
されます。

詳細は、『GML Commanderユーザーズマニュ
アル』の第 4章を参照してください。

SLC コントローラに対して SLCインターフェイス
を選択します。 これにより、SLCタブが表示さ
れます。 

詳細は、『GML Commanderユーザーズマニュ
アル』の第 4章を参照してください。

AxisLink コントローラに対して AxisLinkインターフェ
イスを選択します。これにより、AxisLinkタ
ブが表示されます。

詳細は、『GML Commanderユーザーズマニュ
アル』の第 4章を参照してください。

DH-485 コントローラに対して DH-485インターフェイ
スを選択します。これにより、DH-485タブが
表示されます。

詳細は、『GML Commanderユーザーズマニュ
アル』の第 4章を参照してください。

Multidrop コントローラに対してMultidropインターフェ
イスを選択します。タブが表示されません。

詳細は、『GML Commanderユーザーズマニュ
アル』の第 4章を参照してください。
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32 必要な構成を設定する
5. Applications Optionsエリアで、使用するインターフェイスの
タイプを選択します。

6. カーソルを Setups Passwordフィールドに配置します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Run Program On 
Power-up

電源を投入すると、モーションコントローラ
のプログラムが実行されます。

注：注：注：注： ダイアグラムの開発およびデバッグを
行なう場合、このオプションの選択を
取消してください。

!
注意：注意：注意：注意： RIOインターフェイスが選択され、

PLCがプログラムを実行している場
合、使用しないでください。

Download Servo 
Update Rate 

1. 1000Hzのデフォルト更新速度を別の速度
に変更するには、このオプションを選択し
ます。 Download Servo Update Rateは、 CPU
利用率に影響を及ぼすと共に、一般的なシ
ステム変数値、ユーザ変数、I/O値などの
データの読取りを CPUが更新する頻度 に
も影響を及ぼします。

2. 別の更新速度を入力します (250～
2000Hz)。

Download 
Axis/Drive Data 
With The 
Diagram

チューニングセッションの終了後に設定され
たモーションおよびドライブのチューニング
パラメータなど、GML Commanderのすべての
軸使用ダイアログ設定定義をダウンロードし
ます。

!
注意：注意：注意：注意： これらの指示は、ダウンロードが

Onlineツールバーまたは Diagramメ
ニューから行なわれることを表しま
す。ダウンロードが Axis Useメ
ニューの Applyダイアログボックス
から 行なわれる場合、Control Options 
Generalページの Axis Drive Dataオプ
ションとは関係なく、すべての軸 /ド
ライブデータがダウンロードされま
す。

Low Line Voltage 
(380 Volts AC) 

380Vから動作する 1394 システムを使用して
いることを示します。
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7. SETを選択します。これにより、このデフォルトパスワード
が強調表示されます。

8. パスワードを入力します。これにより、パスワードは SETか
ら新しいパスワードに置換えられます。

重要：重要：重要：重要： 入力したものを保存するには、OKを選択します。これに
より、ダイアログボックスのすべてのページの情報が保存
され、ダイアログボックスがクローズします。他のタブを
選択しても変更内容は失われませんが、ダイアログボック
スのいずれかのページで OKを選択するまで変更内容は保
存されません。Cancelを選択すると、変更内容はすべて失
われます。

軸を設定する軸を設定する軸を設定する軸を設定する

軸のオプションを設定する方法は、以下のとおりです。

1. Axesタブを選択します。 これにより、Axesページが表示され
ます。

2. Axesエリアで、軸の名前の左側にあるチェックボックスをク

リックすることにより、ダイアグラムで使用する軸を選択し
ます。

注：注：注：注： 

選択しているオプション選択しているオプション選択しているオプション選択しているオプション 設定できる軸設定できる軸設定できる軸設定できる軸
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34 必要な構成を設定する
3. 軸の名前を変更します (オプション )。

重要：重要：重要：重要： 軸の名前は、軸に固有のシステム変数に追加されます。

重要：重要：重要：重要： 入力したものを保存するには、OKを選択します。これに
より、ダイアログボックスのすべてのページの情報が保存
され、ダイアログボックスがクローズします。他のタブを
選択しても変更内容は失われませんが、ダイアログボック
スのいずれかのページで OKを選択するまで変更内容は保
存されません。Cancelを選択すると、変更内容はすべて失
われます。

シリアル・ポート・インターフェイスを設定するシリアル・ポート・インターフェイスを設定するシリアル・ポート・インターフェイスを設定するシリアル・ポート・インターフェイスを設定する 

シリアル・ポート・インターフェイスを設定する方法は、以下の
とおりです。

1. Interfaceタブを選択します。これにより、 Interfaceページが表
示されます。 以下の例は、デフォルトの設定を示します。

2. 以下のフィールドに入力します。

• Generalページの AXIS2および AXIS3オプ
ションで、Expansion Cardを選択している。
または

• Generalページで、1394 GMC/GMC Turbo 
Control Type を選択している。

AXIS2
および
AXIS3

Generalページで AxisLinkオプションを選択し
ている。

VIRTUAL0 
および 
VIRTUAL1

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Operator interface 
port

ハードウェア構成にオプションのオペレー
タ・インターフェイス・ターミナルが含まれ
る場合、ターミナルに接続されるコントロー
ラのシリアルポートを選択します。

Runtime Display 
Port

コントローラのランタイムディスプレイとし
て使用されるシリアルポートを選択します。
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重要：重要：重要：重要： 入力したものを保存するには、OKを選択します。これに
より、ダイアログボックスのすべてのページの情報が保存
され、ダイアログボックスがクローズします。他のタブを
選択しても変更内容は失われませんが、ダイアログボック
スのいずれかのページで OKを選択するまで変更内容は保
存されません。Cancelを選択すると、変更内容はすべて失
われます。

Flex I/Oを設定するを設定するを設定するを設定する 

Flex I/Oを設定する方法は、以下のとおりです。

1. Flex I/Oタブを選択します。これにより、 Flex I/Oページが表
示されます。

注：注：注：注： Flex I/O機能は、A-Bの 1394およびコンパクト・モー
ション・コントローラに標準装備されています。最大 8
つの Flex I/Oモジュールを 1つのモーションコントローラ
に接続できます。

Runtime Display 
Refresh Rate

コントローラがランタイムディスプレイを更
新する速度を入力します (単位：sec)。

ユーザがディスプレイを認識して応答するに
は 0.2sec以上かかるため、更新速度を 0.2sec
未満にすると、ディスプレイを読取ることが
できません。
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36 必要な構成を設定する
注：注：注：注： Modulesエリアでは、最初の Flex I/Oモジュールが
Module0に接続され、2番目のモジュールがModule1に接
続され、3番目以降もこれに従って接続されます。モ
ジュールの名前は、アプリケーションに合わせて変更す
ることができます。

2. 必要なモジュールを選択します。

3. Flex I/Oモジュールの名前を変更します (オプション )。

重要：重要：重要：重要： 入力したものを保存するには、OKを選択します。これに
より、ダイアログボックスのすべてのページの情報が保存
され、ダイアログボックスがクローズします。他のタブを
選択しても変更内容は失われませんが、ダイアログボック
スのいずれかのページで OKを選択するまで変更内容は保
存されません。Cancelを選択すると、変更内容はすべて失
われます。

Flex I/Oを定義するを定義するを定義するを定義する

Configure Control Optionダイアログボックスの Flex I/Oページの
Modulesエリアで選択されたモジュールについては、メニュー
バーの Flex I/Oメニューでリストされたモジュール対して、別の
選択があります。以下に、その例を示します。Flex I/Oメニュー
で、Flex I/Oモジュールのタイプおよび構成オプションを定義す
る必要があります。
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重要：重要：重要：重要： 上の図には、モジュールのデフォルト名が表示されていま
す。Configure Control Optionダイアログボックスの Flex 
I/O タブで、MODULE0をModule Stop Testという名前に
変更した場合、先頭の Flex I/Oモジュールの名前は
MODULE0からModule_Stop_Testに変更されています。

Flex I/Oを定義する方法は、以下のとおりです。

1. メニューバーから Configureを選択します。これにより、
Configureメニューが表示されます。

2. Flex I/Oを選択します。これにより、ユーザが構成した Flex 
I/Oモジュール名を含むメニューが表示されます。

重要：重要：重要：重要： 先頭のモジュール (MODULE0)から開始して、選択された
すべてのモジュールを定義して、Flex I/Oを構成します。

3. モジュールを選択します。これにより、 以下のようなダイア
ログボックスが表示されます。
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38 必要な構成を設定する
4. 以下のフィールドに入力します。

5.

重要：重要：重要：重要： 入力したものを保存するには、OKを選択します。これに
より、ダイアログボックスのすべてのページの情報が保存
され、ダイアログボックスがクローズします。他のタブを
選択しても変更内容は失われませんが、ダイアログボック
スのいずれかのページで OKを選択するまで変更内容は保
存されません。Cancelを選択すると、変更内容はすべて失
われます。

フィールドフィールドフィールドフィールド 内容内容内容内容

Type Flex I/Oモジュールのタイプ

(オプション ) ダイアログボックスの上部でモジュールのタ
イプを選択した際に表示されるオプションか
ら、適当なものを選択します。 

次に何をするか次に何をするか次に何をするか次に何をするか
実行する実行する実行する実行する
ステップステップステップステップ

その他の FLEX I/Oモジュールを定義しない 設定終了

その他の Flex I/Oモジュールを定義する ステップ 1
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